
　土を耕す、苗を植える、水やりをする、これらの動作は、実は軽い筋力ト
レーニングやストレッチ運動になっています。
　特に、かがむ・立ち上がる・腕を伸ばすといった動きは、足腰の筋力を保
つのに役立ちます。
　外の空気を吸いながら体を動かすことで、気分もリフレッシュされます。

　植物の成長を見守ることは、心の癒しにもつながります。
　花が咲いたり、野菜が実ったりすると、達成感や喜びが得られ、気持ちが
前向きに。「次は何を植えようかな」と、自然と生活に楽しみが生まれ、日々
の張り合いになります。
　園芸は、ストレス解消や軽い気分の落ち込みにも効果があるといわれて
います。

C O N T E N T S

健 康 講 座

なぎさ保健師のなぎさ保健師の

つちや な͗さ
リϋϏリςーシϣンηンλーࢁ࠽ࡾ౬ڭࣛ
土԰�渚保݈ࢣが݈߁にؔする஌ࣝを
঺հします。

健康講座健康講座

Facebook→Instagram→

JAN! JAN! is PR magazine of JA network. We report interes�ng news, topics,interviews, informa�on,etc. Please enjoy yourself!
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+"৴भうえͩ
ΩϟϥΫλー
ਅాの΅る͘Μ

　気ީがよ͘、外にग़るのが気持ちྑいقઅになってきました。�݄は、花や野菜をҭてるのに、ͽったりの
。があることを͝ଘ͡でしΐうかڹにもྑいӨ߁にも心の݈߁です。Ոఉ菜園やΨーσニングは、体の݈ظ࣌

身体を動かすちょうど良い運動に

心が落ち着き、生活の張りに

②ＪＡ信州うえだ農政懇談会　④JAトピックス
⑥ほうさくClub！　⑧なんでも掲示板　
⑨花ナビ、お知らせ　⑩みんなの広場　
⑫健康講座

気を付けたいポイント
　楽しむたΊには、い͘つか஫ҙもඞཁです。

・日差しが強い時間帯(10～14時)を避ける
・帽子、手袋、水筒を用意し、こまめに休息をとる
・腰を曲げすぎないよう、作業台やヒザ当てを活用する
　これ͚ͩで、೤த঱や腰௧の༧๷にもなります。

家庭菜園やガーデニングは、体を動かす、心が落ち着く、生活が豊かになるという三つの健康
効果が得られるすばらしい趣味です。無理のない範囲で、季節の植物を楽しんでみませんか？
彩りのある暮らしが、みなさんの毎日に元気を届けてくれます。

家庭菜園・ガーデニング
で健康づくり
家庭菜園・ガーデニング
で健康づくり
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1
0
0
余
名
が
一
堂
に

　
こ
の
日
は
、長
野
県
選
出
の
宮
下
一
郎
衆

議
院
議
員
を
は
じ
め
、井
出
庸
生
衆
議
院

議
員
、羽
田
次
郎
参
議
院
議
員
、清
水
純
子

県
議
会
議
員
、山
田
英
喜
県
議
会
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
か
ら
は
、生
産
部
会

や
組
合
員
組
織
・
区
域
運
営
委
員
の
代
表
、

役
職
員
な
ど
が
参
加
し
、約
1
0
0
名
が

一
堂
に
会
し
て
、将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
地
域
農
業
の
実
現
に
向
け
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

生
産
現
場
の
声
を
国
政・県
政
へ

　
開
会
に
あ
た
り
眞
島
実
組
合
長
は
次
の

よ
う
に
表
明
し
ま
し
た
。

　「
改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
基

づ
き
、昨
年
4
月
に
基
本
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、6
月
に
は
農
畜
産
物
価
格
の
適
正

化
に
向
け
た
食
料
シ
ス
テ
ム
法
が
成
立
、本

年
4
月
に
完
全
施
行
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら

に
、令
和
７
年
度
よ
り
5
年
間
は
、農
業
構

造
転
換
集
中
対
策
期
間
に
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、令
和
9
年
に
向
け
水
田
農
業
政

策
の
見
直
し
も
検
討
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、

ま
さ
に
農
政
の
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
農
業
現
場
は
、生
産
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
、生
産
コ
ス
ト
の
増
加
、気
候
変

動
に
よ
る
自
然
災
害
の
発
生
、獣
害
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、食
料
安
全
保
障
の
確
立
や
食

料
自
給
率
の
向
上
、安
定
し
た
農
業
経
営

の
継
続
に
向
け
た
適
正
な
農
畜
産
物
価
格

の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、持
続
可
能
な

地
域
農
業
の
確
立
に
向
け
た
農
業
関
連
予

算
の
拡
大
な
ど
、生
産
者
・
Ｊ
Ａ
が
一
体
と

な
っ
た
農
政
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て
も
、

「
国
民
が
必
要
な
食
料
は
、で
き
る
だ
け
国

内
で
生
産
す
る
」と
い
う〝
国
消
国
産
〞運

動
に
取
り
組
み
、農
業
へ
の
理
解
促
進
と
国

産
農
畜
産
物
の〝
食
べ
て
応
援
〞を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
議
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、生
産
者
の
声
を

国
政
・
県
政
に
届
け
て
い
た
だ
き
、生
産
者

が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
多
様
な
農
業

を
営
め
る
よ
う
な
具
体
的
な
農
業
政
策
と

予
算
確
保
の
実
現
を
お
願
い
し
ま
す
」。

宮
下
一
郎
議
員
が
農
政
の
最
新
情

勢
を
報
告

　「
情
勢
報
告
」で
は
、自
民
党
総
合
農
林

政
策
調
査
会
長
で
も
あ
る
宮
下
議
員
が
、

農
政
を
取
り
巻
く
最
新
の
情
勢
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

　
水
田
政
策
の
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、「
水
田
は
2
3
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、主
食
用
米
の
需
要（
約
1
2
0
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
）は
十
分
に
賄
え
る
。し
か
し
、全
部

が
主
食
用
米
に
な
れ
ば
米
価
は
大
暴
落
の

恐
れ
が
あ
る
」と
、指
摘
。そ
の
上
で
、「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
を
抜
本
的
に

見
直
し
、輸
出
用
米
や
飼
料
用
米
、麦
、大

豆
な
ど
作
物
ご
と
の
生
産
性
向
上
へ
の
支

援
へ
と
転
換
し
て
い
く
」と
、述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、米
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、「
市
場

を
見
な
が
ら
、暴
落
は
さ
せ
な
い
よ
う
な
政

策
を
考
え
て
い
く
」と
、話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
ら
４
つ
の
要
請

　
丸
山
勝
也
専
務
理
事
が
、生
産
現
場
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、次
の
4

点
に
つ
い
て
、予
算
の
確
保
や
支
援
の
拡

充
、要
件
緩
和
、新
た
な
支
援
の
創
出
な
ど

を
要
請
し
ま
し
た
。

①
中
山
間
特
有
の
条
件
不
利
地
の
生
産
環

　境
に
配
慮
し
た
、水
田
・
畑
作
農
業
対
策

　の
拡
充

②
農
地
保
全
に
関
す
る
交
付
金
の
枠
組
み
の

　拡
大

③
共
同
利
用
施
設
等
の
整
備
支
援
事
業
の
要

　件
緩
和

④
生
産
資
材・農
業
機
械
等
の
価
格
高
騰
対

　策
お
よ
び
物
流
対
策

生
産
者
か
ら

「
現
場
の
課
題
解
決
へ
支
援
を
」

　
参
加
し
た
生
産
者
か
ら
も
、生
産
物
ご

と
に
抱
え
る
課
題
な
ど
、中
山
間
地
域
に
お

け
る
地
域
農
業
の
維
持・発
展
に
向
け
て
た

く
さ
ん
の
意
見
や
要
望
が
出
ま
し
た
。

〇
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
お
け
る
適
正
な
農

　
畜
産
物
価
格
の
形
成
に
つ
い
て
は
、永
続

　
的
な
農
業
の
実
現
と
、新
た
に
就
農
を

　
希
望
す
る
み
な
さ
ん
の
安
定
し
た
収
入

　
確
保
と
な
る
仕
組
み
を
要
望
す
る
。

〇
圃
場
整
備
か
ら
40
年
以
上
が
た
っ
た
田

　
は
、畔
の
老
朽
化
や
水
路
の
機
能
不
全

　
の
た
め
、整
備
が
非
常
に
大
変
に
な
っ
て

　
い
る
。農
作
業
条
件
が
悪
い
農
地
の
改

　
修
に
国
の
手
厚
い
支
援
を
お
願
い
し
た

　
い
。

〇
集
荷
場
等
の
共
同
利
用
施
設
の
多
く
は

　
築
50
年
を
超
え
、老
朽
化
に
よ
る
損
傷

　
や
、大
型
化
し
た
現
代
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で

　
は
出
荷
物
の
搬
入
が
困
難
な
こ
と
な
ど
、

　
苦
慮
す
る
課
題
が
多
い
。共
同
利
用
施

　
設
の
整
備
に
対
し
、新
設
さ
れ
た
国
の
整

　
備
事
業
の
要
件
緩
和
や
継
続
的
な
支
援

　
を
お
願
い
し
た
い
。

〇
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
に
加
え
、昨
今

　
の
中
東
情
勢
に
よ
る
さ
ら
な
る
燃
料
高

　
騰
と
、農
業
経
営
は
非
常
に
苦
し
い
。農

　
業
者
の
営
農
継
続
・
安
定
経
営
の
た
め

　
に
、国・県
の
支
援
は
不
可
欠
。さ
ら
な
る

　
支
援
枠
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

〇
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
も
、力
を
入
れ
て

　
も
ら
い
た
い
。

〇
若
手
農
業
者
に
と
っ
て
、こ
れ
か
ら
地
域

　
農
業
を
担
っ
て
い
く
意
欲
が
継
続
で
き

　
る
よ
う
な
、魅
力
あ
る
地
域
計
画
の
実

　
現
に
向
け
た
後
押
し
を
お
願
い
し
た
い
。

議
員
か
ら
、

「
現
場
の
声
を
聞
き
た
い
」

　
各
議
員
は
、現
在
行
政
が
取
り
組
む
農

業
施
策
に
つ
い
て
の
説
明
や
、地
域
農
業
へ

の
思
い
も
述
べ
ま
し
た
。　

　「
今
後
も
農
業
の
現
場
の
声
を
聞
く
機

会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
、と
も
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」と
、多
く

の
議
員
が
前
向
き
に
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
の
取
り
組
み

　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
は
、将
来
に
わ
た
る
食

の
安
定
供
給
に
向
け
て
、農
業
生
産
基
盤
の

維
持
と
系
統
結
集
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。さ
ら
に
農
業
経
営
の
維
持
の
た

め
、令
和
4
年
度
か
ら
生
産
資
材
価
格
高

騰
に
対
す
る
独
自
の
農
業
者
支
援
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
度
も
、7
0
0
0
万
円
を
計

上
し
、継
続
し
て
次
の
支
援
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

①
農
業
資
材
の
購
入
金
額
に
対
す
る
支
援

②
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
践

　
支
援
と
し
て
、堆
肥
購
入
時
の
値
引
き

　
支
援
や
耕
畜
連
携
の
実
現
支
援
、直
売

　
所
支
援

③
肥
料・農
薬
の
大
口
利
用
者
へ
の
支
援

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
確
立
へ

　
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
、国
・
県
・
市
町
村
な
ど
へ

の
要
請
活
動
を
続
け
、生
産
者
と
一
体
に
な

っ
て
、持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

持続可能な地域農業の実現を
ともに考える

拡大版

ＪＡ信州うえだ農政懇談会
　ＪＡ信州うえだは、気候変動や世界的な人口増加による食糧生産の不安定化、生産資材価格の高止まりな
ど、厳しい農業情勢のなかで、生産者が将来にわたり安心して多様な農業を営める農業政策の実現を目指し、
毎年国会議員らとの「農政懇談会」を開いています。
　今回は、３月２８日に、長野県選出の国会議員や地元選出の県議会議員を招き、ラ・ヴエリテで開催した懇談
会の内容を紹介します。代表要請する丸山専務

要望を述べる参加者

農政の情勢をわかりやすく説明する宮下議員

あいさつする眞島組合長

農業の現場の声を伝える生産者



果
樹
部
会

〇
災
害
や
鳥
獣
害
に
強
い
産
地
づ
く
り
を
目
指
す
。

〇
生
産
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
。

〇
次
世
代
を
担
う
人
材
確
保
と
育
成
を
行
い
、団
地
維

　
持
対
策
を
進
め
る
。

〇
信
州
う
え
だ
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
進
め
る
。

・
ク
ラ
ウ
ン
ふ
じ
栽
培
、ふ
る
さ
と
納
税
や
友
好
交
流
都

　
市
・
Ｊ
Ａ
で
の
Ｐ
Ｒ
等

〇
品
質
向
上
と
集
荷
対
策
に
取
り
組
む
。

〇
基
幹
品
種「
ふ
じ
」「
秋
映
」の
再
構
築
を
進
め
る
。

・
着
色
系
ふ
じ
へ
の
改
植
推
進
や
、秋
映
の
さ
ら
な
る
産

　
地
化
推
進

　ぶ
ど
う
部
会（
東
部
・ヤ
マ
ジ
ョ
ウ・
川
西
）

〇
気
象
に
左
右
さ
れ
な
い
生
産
基
盤
の
確
立
を
進
め
る
。

〇
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
取
り
組
む
。

・
施
設
化（
ハ
ウ
ス
、簡
易
雨
よ
け
、多
目
的
ネ
ッ
ト
）の
推

　
進
や
、消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
振
興
品
種
の
導
入
等

〇
品
質
の
高
位
平
準
化
に
取
り
組
む
。

・
各
種
講
習
会
や
視
察
研
修
、園
地
点
検
の
実
施
等

〇
安
全・安
心
な
農
産
物
生
産
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

　
め
る
。

〇
耕
種
農
家
と
連
携
し
た
資
源
循
環
型
農
業
の
確
立
に

　
取
り
組
む
。

米
穀
担
い
手
部
会

〇
近
年
の
気
象
条
件
に
対
応
し
た
栽
培
技
術
や
新
品

　
種
、優
良
事
例
の
共
有
に
よ
り
、生
産
コ
ス
ト
削
減
や

　
高
品
質
な
米
の
生
産
に
取
り
組
む
。

〇
Ｊ
Ａ
出
荷
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
所
得
向
上
を
目

　
指
す
。

〇
Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
、「
水
田
活
用
の
直

　
接
支
払
交
付
金
」活
用
や
、ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入

　
に
よ
る
効
率
化
等
に
取
り
組
む
。

☆
役
員
改
選
に
よ
る
令
和
８
年
度
の
新
部
会
長�

˞

改
選
が
あ
っ
た
部
会
の
み
。敬
称
略
。（
　
）内
は
地
区
。

�

果
樹
部
会�

�

古
平
　
直
幸（
上
田
東
）

�

東
部
ぶ
ど
う
部
会�

�

中
川
　
良
二（
東
部
）

�

ヤ
マ
ジ
ョ
ウ
ぶ
ど
う
部
会�
�

柄
沢
　
伸
一（
上
田
東
）

�

川
西
ぶ
ど
う
部
会�

�

髙
野
　
尚
一（
塩
田
）

�

花
き
部
会�

�

柿
嶌
　
勲（
よ
だ
く
ぼ
南
部
）

�

畜
産
部
会�

�

山
浦
　
一
英（
東
部
）

�

米
穀
担
い
手
部
会�

�

荒
井
　
信
博（
西
部
）

〇
担
い
手
対
策
に
取
り
組
む
。

・
若
手
生
産
者
同
士
の
情
報
交
換
や
、優
良
園
地
の
維

　
持・継
承
等

花
き
部
会

〇
基
幹
品
目（
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス・ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
ス
タ

　
ー
チ
ス
・
シ
ャ
ク
ヤ
ク
・
リ
ン
ド
ウ
・
量
販
小
菊
）の

　
作
付
け
維
持・拡
大
を
進
め
、共
選
共
販
メ
リ
ッ
ト
を

　
発
揮
し
た
所
得
向
上
を
目
指
す
。

〇
各
品
目
の
専
門
部
を
中
心
に
生
産
技
術・販
売
方
法

　
を
検
討
し
、確
固
た
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
る
。

〇
振
興
品
目（
コ
ス
モ
ス・ソ
リ
ダ
コ
・
フ
ウ
セ
ン
ト
ウ
ワ

　
タ
・
南
天
・
金
魚
草
・
葉
南
天
・
サ
ン
ゴ
ミ
ズ
キ
・
斑

　
入
り
鳴
子
百
合
）で
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
。

畜
産
部
会

〇
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
提
供
に
取
り
組
む
。

〇
畜
産
物
の
生
産
・
供
給
を
維
持
す
る
。

・
行
政
等
と
連
携
し
た
補
助
事
業
の
有
効
活
用

・
消
費
拡
大
運
動
や
研
修
会・共
励
会
の
実
施
、防
疫
対

　
策
の
実
施
等

　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
青
年
部
は
3
月
9
日
、役
員
や
各
支

部
の
代
表
者
ら
øý
名
が
出
席
し
て
、第
øü
回
定
期
総
会
を

農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。�

　

　
同
部
は
、令
和
5
年
度
か
ら
、女
性
部
と
連
携
し
食
農
教

育
活
動
と
し
て「
親
子
農
業
体
験
教
室
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
令
和
7
年
度
は
、新
規
就
農
者
へ
声
が
け
を
行
い
、

部
員
が
増
加
。地
域
内
で
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
、今
年
度
も
部
員
同
士
の
つ
な
が
り
強
化
に
取
り
組
む
こ

と
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
飯
島
正
行
部
長
は
、「
個
々
で
は
出
来
な
い
こ
と
も
、盟
友

が
集
ま
る
か
ら
こ
そ
大
き
な
力
と
な
っ
て
成
せ
る
。う
れ
し

い
こ
と
に
新
し
い
仲
間
が
増
え
た
。こ
れ
か
ら
の
活
動
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
大
い
に
出

し
て
ほ
し
い
」と
、語
り
か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
女
性
部
は
3
月
ùú
日
、ラ・ヴ
エ
リ
テ

で
第
úù
回
通
常
総
会
を
開
き
、代
議
員
Āü
人
が
出
席
し
て
、

令
和
7
年
度
の
事
業
報
告
や
8
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
3

議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
、活
動
発
表
と
し
て
丸
子
支
会
員
が
着
物
リ

メ
イ
ク
作
品
の
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
、歓
声
と
拍
手

で
大
盛
況
。ま
た
、記
念
講
演
は
、こ
こ
ろ
亭
久
茶
こ
と
行

政
書
士
の
木
﨑
海
洋
氏
を
講
師
に
招
き
、「
笑
っ
て
学
ぶ
！

相
続・終
活
落
語
会
」と
題
し
て
開
催
。相
続
対
策
の
重
要

性
を
落
語
で
学
び
ま
し
た
。

　
久
保
町
子
部
長
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
い
、手
を

差
し
伸
べ
て
こ
そ
成
り
立
つ
女
性
部
活
動
。健
康
で
大
い
に

お
喋
り
を
し
て
、笑
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
、呼

び
か
け
ま
し
た
。

着
物
リ
メ
イ
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
女
性
部
が
総
会

「
盟
友
」の
つ
な
が
り
強
化
へ
　

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
青
年
部
が
総
会
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あいさつする飯島部長

盛り上がったファッションショー

　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
の
子
会
社（
有
）信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー

ム
は
3
月
ùü
日
、研
修
生
2
人
の
修
了
式
と
、新
た
な
研
修

生
2
人
の
入
社
式
を
Ｊ
Ａ
本
所
で
開
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
門
出

を
激
励
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、行
政
と
連
携
し
て
新
規
就
農
者
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｉ
タ
ー
ン
を
含
め
就
農
希
望
者
を
研

修
生
と
し
て
受
け
入
れ
、社
員
と
し
て
雇
用
。研
修
期
間
は

2
年
を
基
本
と
し
、修
了
後
は
地
域
農
業
の
担
い
手
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
修
了
生
は
、今
回
の
2
名
を
加
え
て

ýû
名
で
す
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
家
と
し
て
就
農
す
る
修
了
生
は
、「
地

域
農
業
者
と
し
て
し
っ
か
り
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」と
、

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、新
研
修
生
2
人
は
、ブ
ド
ウ

農
家
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
担
い
手
へ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
　

信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム
修
了
式・入
社
式決意表明する修了生の松下大士さん・恵さん夫妻

各生産部会が総会や大会を開催
　̟ ̖৴भうえͩの֤生࢈෦ձは、ಉ͡඼໨を生࢈する೶Ոಉ࢜がूまり࢈、 ஍としての生࢈物の඼࣭向上や҆ఆڅڙ
を໨ࢦして、さま͟まなऔり૊みやݚम、৘ใަ׵なͲをߦっています。
　。しますࠂըなͲをใܭった֤෦ձのྩ࿨�೥౓活動ํ਑やߦճは、�݄த०までに૯ձやେձをࠓ　

果थ෦ձのશࠃ果थٕज़・ܦӦίンΫーϧ೶ྛ水
େձऀ࢈した果実生ࠂ長৆ड৆をใہ࢈ল೶࢈

地ͮ͘Γ΁࢈͍ڧに֐ࡂ΍ɺ࢈඼࣭ੜߴ

ྩ࿨�೥౓は৽࠿نഓऀと࠿ഓ໘ੵが૿えたこと
をใࠂした花き෦ձ૯୅ձ

৽඼छ࠿ഓٕज़౳のݚमձ։࠵なͲをڞ༗した
ถࠄ୲いख෦ձ૯ձ
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Լ
か
ら
、と
て
も
ݩ
気
な
Θ
き
ժ
が
伸
び
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
୆
木
の
ժ
で
、Ϣ

ウ
ガ
オ
や
Χ
Ϙ
チ
ャ
の
よ
う
な
実
が
着
き
、

ス
イ
Χ
は
実
り
ま
せ
ん
。ૣ
め
に
取
り
আ
き

ま
し
ょ
う
。

　
子
づ
る
が
伸
び
て
き
た
ら
、マ
ル
チ
の
上

か
ら
、あ
る
い
は
マ
ル
チ
を
ണ
い
で
ෑ
き
ワ
ラ

を
す
る
と
、བྷ
み
付
い
て
伸
び
や
す
く
な
り

ま
す
ࠇ。
マ
ル
チ
の
ま
ま
だ
と
೤
さ
で
ܪ
葉

が
ই
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
୨
を
作
り
、ۭ
中
栽
培
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。৔
所
が
ڱ
く
て
も
栽
培
で
き
る
の
で

お
す
す
め
で
す
。実
が
こ
ぶ
し
大
ఔ
度
に
大

き
く
な
っ
た
ら
ۄ
Ͷ
͗
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
、୨

の
ネ
ッ
ト
に
റ
り
付
け
る
と
つ
る
に
ෛ
担
が

গ
な
く
安
心
で
す
。

　
子づる

親づるは摘み取る

子づる

子づる

1節

20節目前後の
花に受粉させる子づる

堆肥

苦土石灰
定植
2週間前

BBN552号
定植
1週間前

株間
100㎝

60㎝

10㎝10㎝

受粉させたらラベルを付け
目印の棒も立てておくと便利

目印の棒

ラベル

第
286回
今月は

ʮখۄεイΧʯに௅ઓʂ

おすすめ資材

くらͿくらͿくらͿ

気 軽 に 家 庭 菜 園

◎中央店　　　  ☎29-8177   ◎東部店  ☎62-0665　  
◎よだくぼ南部店☎85-2400　◎しおだ店☎39-8118

　
ス
イ
Χ
は
大
ۄ
が
定
൪
で
し
た
が
࠷、
近

は
小
ۄ
や
中
ۄ
が
஫
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ཧ
༝
は
い
く
つ
も
あ
り
、ま
「ͣ
食
べ
き
れ

る
サ
イ
ズ
」で
あ
る
こ
と
。֩
家
଒
や
୯
਎
者

が
増
え
、大
き
な
ス
イ
Χ
は
持
て
༨
し
て
し

ま
う
と
い
う
Θ
け
で
す
。そ
し
て「
ス
ϖ
ー
ス

を
取
ら
ͣ
、持
ͪ
運
べ
る
」こ
と
。小
さ
な
ス

イ
Χ
な
ら
ྫྷ
ଂ
ݿ
を
઎
ྖ
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、重
さ
も
໰
題
に
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に

「
࠷
近
の
小
ۄ
は
食
ײ
が
い
い
」こ
と
。ス
イ

Χ
は
シ
ャ
リ
ײ
と
呼
ば
れ
る
食
ײ
が
お
い
し

さ
の
一
部
で
す
が
、大
ۄ
の
方
が
উ
っ
て
い
ま

し
た
࠷。
近
は
小
ۄ
で
も
な
か
な
か
良
い
食

ײ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。౶
度
も
大
ۄ
に
ෛ

け
な
い
ほ
ど
上
が
っ
て
き
て
お
り
、し
か
も
ൽ

が
ബ
く
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
食
べ
ら
れ
、ゴ
ミ
も

গ
な
く
ࡁ
み
ま
す
。栽
培
と
し
て
は「
大
ۄ
よ

り
作
り
や
す
い
」こ
と
も
あ
り
が
た
い
ϙ
イ

ン
ト
で
す
。

　
今
回
は
小
ۄ
ス
イ
Χ
の
栽
培
を
঺
հ
し
ま

す
。大
ۄ
の
栽
培
も
同
༷
で
す
。

　
定
植
の
2
ि
間
લ
に
ଯ
ං
と
ۤ
౔
ੴ
փ

を
、ø
ि
間
લ
に
ං
ྉ
を
入
れ
て
で
き
る
だ

け
ਂ
く
よ
く
耕
し
て
お
き
ま
す
ݩ。
ං
が
多

い
と
実
が
付
き
に
く
く
な
る
の
で
、গ
な
目

に
施
し
ま
し
ょ
う
。෯
ý÷
ᶲ
、高
さ
ø÷
ᶲ
の
੊

を
作
り
マ
ル
チ
を
ு
り
ま
す
。౔
が
ס
い
て

い
る
よ
う
な
ら
マ
ル
チ
を
ு
る
લ
に
े
෼
に

水
を
ま
い
て
お
き
ま
す
ג。
間
は
ø
÷
÷
ᶲ
と

り
、植
݀
に
水
を
入
れ
水
が
Ҿ
い
て
か
ら
、ਂ

植
え
し
な
い
よ
う
に
஫
意
し
て
බ
を
植
え
ま

す
פ。
さ
に
ऑ
い
の
で
し
ば
ら
く
あ
ん
ど
ん
や

බ
ド
ー
ム
を
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
本
葉
を
ý
ຕ
࢒
し
て
親
づ
る
の
ઌ
୺
を
ఠ

み
取
り
ݩ、
気
の
よ
い
子
づ
る
を
�
本
࢒
し
て

伸
ば
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
の
子
づ
る
は
付
け
ࠜ

か
ら
切
り
取
り
ま
す
。

　
接
木
බ
の
৔
合
、接
い
で
あ
る
部
෼
や
そ
の

　
ג
ݩ
に
付
い
た
ࣁ
花
は
ఠ
み
取
り
ま
す
。

子
づ
る
の
ù÷
અ（
子
づ
る
の
付
け
ࠜ
か
ら
葉

ù÷
ຕ
目
）લ
後
に
࡙
く
花
に
受
ค
さ
せ
る
の

が
ཧ
૝
で
す
ࣁ。
花
が
࡙
い
た
ே
の
�
࣌
ࠒ

ま
で
に
、༤
花
の
花
ค
を
ࣁ
花
に
付
け
ま
す
。

ඞ
ͣ
受
ค
さ
せ
た
日
を
ラ
ϕ
ル
に
書
い
て
付

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。目
ҹ
の
๮
も
立
て
て
お

く
と
、葉
っ
ͺ
の
海
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
ス

イ
Χ
の
৔
所
が
Θ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
؁
い
ス
イ
Χ
を
ٻ
め
る
な
ら
、小
ۄ
ス
イ

Χ
で
子
づ
る
û
本
で
3
ۄ
、ऩ
֭
後
も
ג
が

ݩ
気
な
ら
௥
加
で
3
ۄ
、大
ۄ
ス
イ
Χ
な
ら

子
づ
る
û
本
で
2
ۄ
ま
で
の
着
果
に
し
ま
し

ょ
う
。ଙ
づ
る
は
ఠ
み
取
り
ま
す
が
、着
果
後

は
์
೚
し
ま
す
。

　
実
が
こ
ぶ
し
大
に
な
っ
た
こ
ろ
ג、
も
と
か

ら
ü÷
ᶲ
Ỗ
ø
̼
ほ
ど
཭
れ
た
あ
ͪ
こ
ͪ
に
௥

ං
を
し
ま
す
。

　
ऩ
֭
は
、小
ۄ
ス
イ
Χ
は
受
ค
し
て
か
ら

໿
úü
日
後
で
す
。大
ۄ
ス
イ
Χ
は
ûü
Ỗ
ü÷
日

後
で
す
。

　
見
た
目
で
は
൑
அ
し
に
く
い
の
で
、受
ค

日
の
ラ
ϕ
ル
で
確
認
し
ま
す
。見
た
目
で
の
ऩ

֭
期
は
、強
い
て
い
え
ば
、ス
イ
Χ
の
つ
い
て

い
る
৔
所
の
ר
き
ひ
͛
が
ރ
れ
て
き
た
り
、

ࣶ
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
き
た
り
、た
た
く
と
୙
Ի

が
す
る
こ
と
で
す
が
、Θ
か
り
に
く
い
の
で
、

日
਺
で
の
ऩ
֭
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

収

　穫

甘
く
て
お
い
し
い

小
玉
ス
イ
カ
、ぜ
ひ
挑
戦

し
て
み
て
ね
！

ാ
ͷ
४
උ
ỏఆ
২

ਓ
޻
त
ค
ỏ௥
ං

ఠ

　৺

˒これがϋΫαΠのスέδューϧͩよ。 $BMFOEBS˒これがখۄスΠΧのスέδューϧͩよ。

ऩ֭植͑෇͚

˙堆肥�ᶵɹ˙苦土石灰���̶ ɹ˙̗̗ N���号��̶ ɹ
˙௥肥̣��号��̶ ʷ਺͔ॴ

४ج肥ࢪ˔
ʢ�ᶷ͋ ΓͨɾҰྫʣ

༤花を摘みɺ花หをとΓͬڈてɺ
花のப಄にస͕͢Α͏にࣁ
花粉を付けるɻ

いΖいΖな植物に長い効果。スΠΧにも࢖えます。य़にൃ生するΞϒϥϜシや΢リϋϜシなͲ、෯޿
はϥϕϧを֬ೝしましΐうʣࡍする༺࢖˞஬に効きます。ʢ֐͘

ʮいΖいΖͳ২෺ͭΑ͠ ʢΦʔϧελʔεϓϨʔʣʯ�����NὙ�����ԁ	੫ࠐ


ʓ͓ٻΊ・͓ ໰い合わͤは、グリーンフΝーϜ֤ళまでͲうͧ。
˞ళฮによっては͓औりͤدになる৔合があります。

ૣΊに
摘み取る



ͦ。৔にग़ճる園芸඼छはओに੢༸シϟΫφήで、ҭてやすいものがଟいですࢢ　 れでもੑ࣭は日ຊのࢁに自生しているシ
ϟΫφήとಉ͘͡ 、ॵさやڧい௚ࣹ日ޫ・ס૩はۤखで、水は͚のよいੑࢎ土৕を޷みます。植える৔ॴは、ਅՆは໦のӄな
Ͳで൒日ӄになり੢日をආ͚られる৔ॴ、かつౙはפ෩をආ͚られる৔ॴをબびます。඼छによってथߴがҟなるので、֬ ೝ
して͓きましΐう。ੑࢎの土にしつつ水は͚をྑ͘するたΊ、ϐートϞスと෗༿土をࠞͥた土に植えます。
　ఉ植えにすることがଟいですが、ു 植えもできます。たͩし、ࠜ がࡉか͘ઙいのでס૩にऑいです。水やりは、ു 植えの৔合
は土がסいたらたっ΀り、ఉ植えでもՆはしっかりߦうことを心ֻ͚ましΐう。ു 植えは�೥にҰ౓植えସえます。
　ංྉは花が咲きऴわったޙと、ळ、ౙに༉പなͲの؇効ੑのංྉをগし、גのपりにࢪします。
　花がらはこまΊにఠみましΐう。

ͳ Μ Ͱ ΋ ܝ ࣔ ൘
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˔ֶ　໊ʗRhododendron subgenus Hymenanthes
˔Պ　໊ʗππδՊ
ʗϤーϩッύ、ΞδΞ、๺ΞϝリΧ࢈　ݪ˔

シャクナゲ

��࣌ؒ���೔ରԠɾ೥தແٳ

҆৺͓ͯ͠·͔ͤくͩ ͍͞ɻ

౦෦ηϨϞχʔʮ೒のϗʔϧʯ ὸ� �������
઒౦ηϨϞχʔʮ೒のϗʔϧʯ
઒੢ηϨϞχʔʮ೒のϗʔϧʯ
Αだ͘΅ηϨϞχʔʮ೒のϗʔϧʯ

ὸ� �������
ὸ� �������

ὸ� �������

生 活 サ ポ ー ト 課 か ら の お 知 ら せ

͝஫จ͸ɺ+"֤ࢧॴɾ店·ͨ͸૯຿اը部ੜ׆αϙʔτ՝ʢ☎23-4040ʣ·ͰおܰؾʹͲ͏ͧʂ

ணΔ͚ͩでർ࿑ճ෮ʂ
ϦΧόϦー΢ΣΞ̴̧ ̙
ணΔ͚ͩでർ࿑ճ෮ʂ
ϦΧόϦー΢ΣΞ̴̧ ̙

シーζンとなりました。य़からՆのొࢁొ　
に自生している花を見るのも楽しみࢁはࢁ
のҰつですͶ。特にシϟΫφήは߽՚でඒし
͘見͝たえがあります。
� シϟΫφήは、��ੈلにݪछがதࠃからϤ
ーϩッύに౉りେਓ気をതしました。੝Μに
ަ഑され、ࡏݱでは����を௒える඼छがあ
るといわれます。
　ఱ然のϒーέのような気඼のある花はੈ
քதのఉでѪでられ、「花໦のঁԦ」とݺばれ
ています。

シーζンとなりました。य़からՆのొࢁొ　
に自生している花を見るのも楽しみࢁはࢁ
のҰつですͶ。特にシϟΫφήは߽՚でඒし
͘見͝たえがあります。
� シϟΫφήは、��ੈلにݪछがதࠃからϤ
ーϩッύに౉りେਓ気をതしました。੝Μに
ަ഑され、ࡏݱでは����を௒える඼छがあ
るといわれます。
　ఱ然のϒーέのような気඼のある花はੈ
քதのఉでѪでられ、「花໦のঁԦ」とݺばれ
ています。

৴भ্ాͷࡏདྷछΛおಧ͚͍ͨし· ʂ͢

ձһืूձһืू
ʮ͜͏ ͍͡Βͣେ౾�༑ͷձʯʮ͜͏ ͍͡Βͣେ౾�༑ͷձʯ
৴भ্ాͷࡏདྷछʂ৴भ্ాͷࡏདྷछʂ

ձһืू
ձඅ	ૹྉɺख਺ྉࠐΈ


ਃ͠ࠐΈํ๏

ਃ͠ࠐΈ
໰͍߹Θͤઌ

1口　3,500円
େ౾ʮ͜͏ ͍͡Βͣʯ3LH֬໿ʢ੫ࠐʣ

ɾେ౾ͷऩ֭ޙʹΏ͏ύοΫͰおૹΓし·͢ɻ
ɾେ౾Φʔφʔۀࣄͱ͸ҟͳΓɺछ·͖ ΍ऩ֭ͳͲͷΠϕϯτ͸༧ఆしͯ
 おΓ·ͤΜɻ　
ɾޱ਺ʹ੍ݶ͸͋Γ·ͤΜɻ
ɾ͜ ͏͡ ͍Βͣେ౾ͷΈͷお౉しͱͳΓ·͢ɻ

ɾ͸͕͖ ʮʹ͜͏ ͍͡Βͣେ౾༑ͷձਃࠐʯͱهೖしɺ༣ศ൪߸ɾॅॴɾ໊ࢯɾి࿩൪߸ɾ
 ೥ձඅɾޱ਺Λॻ͍ͯԼهͷ೔ఔ·Ͱʹɺ༣ૹͰおਃࠐΈくだ͞ ʢ͍ి࿩ड෇ෆՄʣɻ
ɾ༣ศہͷৼସ෷ࠐॻΛおૹΓし·͢ ͷͰ༣ศ͔ہΒձඅΛおৼࠐΈくだ͍͞ɻ
ɾక੾͸ྩ࿨8೥�݄��೔	໦
ඞணͰ͢ɻ

中໺87ࢢా্　386-1325˟
+"৴भ͏͑ だԘా஍۠ۀࣄ部Ӧ೶՝
͜͏ ͍͡Βͣେ౾༑ͷձۀࣄ୲౰	อࡔ
　
☎38-3101 IUUQ͂ ���LPVKJJSB[V�DPNˠ

ձඅͷおৼΓࠐΈΛ΋ͬ ͯొ࿥ͱ͞ ͍ͤͯͨだ ·͖͢

˗ओ࠵ɿ੢Ԙా஍۠
ɹɹɹɹӦ೶ੑ׆Խਪਐ૊߹

େ౾ʮ͜͏ ͍͡Βͣʯ͸ɺអ͕͍Βͳ͍くΒ͍
؁くͯ お し͍͍ຯ઻͕Ͱ͖Δʯͱ͍ΘΕΔࡏདྷछͰ͢ɻ
େ౾ʮ͜͏ ͍͡Βͣʯ͸ɺអ͕͍Βͳ͍くΒ͍
؁くͯ お し͍͍ຯ઻͕Ͱ͖Δʯͱ͍ΘΕΔࡏདྷछͰ͢ɻ

3F%͸݂͔ߦΒຖ೔Λؾݩʹ͢ΔɺϦΧόϦʔ΢ΣΞͰ͢
உੑ༻ʢ̫ωッΫʣ・ঁ ੑ༻ʢ̪ωッΫʣから、
Χϥー̡ ϗϫΠト・ϒϥッΫ 、rαΠζ̡ ・̨̢ ・̡・̡̡rをબ΂ます。

૊߹һՁ ɿ֨1ຕ　3
960ԁʢ੫ࠐʣ　

いま大஫໨

ಉ࣌ʹ3ຕҎ্ͷお·ͱΊങ͍ͷํ͸

1ຕ౰ͨΓ　3
322ԁʢ੫ࠐʣ　

3ຕͰ9
966ԁʢ੫ࠐʣ

ηοτׂ͕
おτΫʂ

ˑ૊Έ߹Θͤ͸ࣗ༝ʂ

ʦҩྍثػ੡଄ൢചಧग़൪߸ɿ��#�9�����3%����ʧ

˔੢部Ӧ業ॴὸ27-4765　˔ਅ田Ӧ業ॴὸ72-3�53　˔ೆ部Ӧ業ॴὸ85-2860

˙�8%ɹ˙$75ɹ˙ंݕ����೥�݄
˙म෮ ɿྺͳ͠ɹ˙����೥݄̐ొ࿥
˙ΧラʔɿϗϫΠτɹ
˙૸ڑߦ཭ɿ�
���̺ ʢ̼݄̐ ೔̎࣌఺ʣ

ं྆ຊମՁ֨ɹ1
���
���ԁɹ
ॾܦඅɹ��
���ԁɹ
ϦαΠΫルྉۚɹ�
���ԁ

͓໰い合Θせ ˔౦部Ӧ業ॴὸ62-2431　˔தԝӦ業ॴὸ23-3730　

Φーτύϧ৴भ͏͑ ͩΦーτύϧ৴भ͏͑ ͩ
ʙ࿩୊ͷ৽ं΍͝ر๬ͷத͓ंݹ೚ͤくͩ ͍͞ʙʙ࿩୊ͷ৽ं΍͝ر๬ͷத͓ंݹ೚ͤくͩ ͍͞ʙ

˙�8%ɹ˙$75ɹ˙ंݕ����೥�݄
˙म෮ ɿྺͳ͠ɹ˙����೥݄̐ొ࿥
˙ΧラʔɿϗϫΠτɹ
˙૸ڑߦ཭ɿ�
���̺ ʢ̼݄̐ ೔̎࣌఺ʣ

μΠϋπɹϋΠθοττϥοΫʗδϟンϘɹΤΫετϥɹ̐8%

車情報！車情報！車情報！
૯ࢧ෷ֹ૯ࢧ෷ֹ���ສԁ���ສԁं྆ຊମՁ֨ɹ1
���
���ԁɹ

ॾܦඅɹ��
���ԁɹ
ϦαΠΫルྉۚɹ�
���ԁ

Φʔτύϧ信州うえだ͔Β͓࿳ͼと͓஌Βͤ����͓ँײ٬༷σʔのதࢭに͍ͭͯ
ʹよΓɺ6݄13೔ʢ౔ʣʹڹൠͷ中東৘੎౳ͷӨࠓ ։࠵Λ༧ఆし͍ͯ·し ʮͨおँײ٬༷σʔʯΛ中͍ͨͯͤ͞ࢭだ͖·
͢ɻ͝ དྷ店Λ͝༧ఆ͍ͨだ͍͍ͯͨօ༷ʹਂくお࿳ͼਃし্͛·͢ɻԿଔ͝ཧղΛࣀΓ·͢ よ͏ お͍ئਃし্͛·͢ɻ
ʓお໰͍߹ΘͤઌɿԼهΦʔτύϧ৴भ͏͑ だ֤Ӧۀॴ
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ʪදʫʪཪʫ

ᶃΫΠζͷ౴͑
ᶄॅॴɾࢯ ɾ໊೥ྸ
ɹ৬ۀɾి ࿩൪号
ᶅ݄ࠓ号ͷڵຯ͕͋ͬ ͨ
ɹίʔφʔΛॱ൪ʹ�ͭ
ɹॻ͍ͯԼ͞ ͍
ᶆ+"ɾ޿ใࢽ΁ͷ͝ҙݟɺ
ɹ೔ࠒͷग़དྷࣄͳͲ
͓ศΓίʔφʔʹࡌ͞ܝ ͤ
͍ͯͨͩ͘ ৔߹͕ Γ͋·͢ ɻ

˟��������
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1�
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豆知識
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文
芸
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の
投
句
先
は
、下
記
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
の
応
募
先

と
同
じ
で
す
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男
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詰
信
幸
　
選

ʪ౴ʫ
νϥγζγ

˞औ得したݸਓ৘ใは、ҎԼの໨తで࢖༻さͤていたͩきます。
˓ϓレθントの౰બ࿈བྷ・ൃ ૹなͲ
˓͝ҙ見についてはޙࠓのຊࢽのฤूاըのߟࢀ、また「͓ศり
ίーφー」΁のࡌܝʢΠニシϟϧ・೥ ・ྸ৬ۀのみʣなͲ

23ίʔυ εϚーτϑΥンでアΫηεすれば、
こちらから΋͝Ԡืで͖ます。

Ԡื਺ �݄߸は��௨の͝Ԡืを௖きました。ありがとう͟͝いました。心から͓ྱਃし上͛ます。ʢฤू෦Ұಉʣ

ೋॏϫΫにೖͬͨจࣈを"ˠ&に
ฒ΂ͯͰ͖るݴ༿を౰ͯͯ͘だ͍͞ɻ

みんな  の広場みんな  の広場

���　ঁੑಉ࢜のきΐうͩい
���　トーシューζをはいてགྷります
���　෩࿊৔で͓౬をたΊるとこΖ
���　ଠݹからਓؒにࣂわれている動物
��　දの൓ରଆ
��　୺ޕのઅ۟に　　　໫を৯΂た
��　日ຊࡾେࡇりのͻとつ、　　　ࡇ。౦ژで�݄
　　�にߦわれます
��　　　　ϕース、Ξット
��　௼りਓが っ͡と見るもの
��　઒を౉るたΊにか͚ます
��　ͦΖͦΖߦかないとʂλΠϜ　　　ͩよ
��　̨ がখなら̢は
��　�݄�日は　　　の日。ࠃຽのॕ日です

���　୺ޕのઅ۟に෩࿊の౬΁ೖれます
���　มわると৸つ͚ないਓもいます
のこと؛のଟいւؠ　���
です߸ݩのࡏݱ　���
���　ΞϧフΝϕットの��൪໨
���　҆、実、ๅにڞ௨の෦ट
なͲとॻ͘植物ࣃ༼ではࣈ׽　��
��　ंのこと。　　　φϏ
��　つ͘Ͷ、ϋπ、࠭ ؊といえば
��　Ωϟッチϟーともいいます
��　ΰϧフΫϥϒのछྨのͻとつ
��　ಐག「ͿΜͿΜͿΜ」でඈͿもの
��　΢αΪのものは長Ί

おศΓίʔφʔおศΓίʔφʔ

Ͳ͜΁͏͜ߦ ͔ϫΫϫΫʂ

ཧࣄ会ͩΑΓ
ᶃ࢈ࢿ自ࠪݾఆ݁果について�
ᶄྩ࿨�೥౓ܾ݁ࢉ果について�
ᶅܾࢉॻྨ౳ʢୈۀࣄظ��೥౓ʢྩ࿨�೥౓ʣۀࣄ
　ใࠂ、ି आରরද、ଛӹࢉܭॻ、৒༨ۚॲ分Ҋ、஫
΁のࣄび؂ٴ؂ࠪਓܭॻʣのձࡉびෟଐ໌ٴදه　
　ఏग़について
ᶆୈ��ճ௨ৗ૯୅ձのটूٴび෇ٞす΂き߲ࣄ
　について
ᶇܾٞ࢖ߦݖॻ໘のऔりѻいج४について
ᶈ自ݾվֵ޻ఔදについて
ᶉچӜཬళのར活༻に൐うݻఆ࢈ࢿऔ得について

ᶊॾنఔの৽ઃ・มߋについて
・ఆ׺
໿ن・
ఔنԽੵ立ۚڧ൫جۀࣄ・
・୐஍౳ۀࣄڅڙ実نࢪఔ
・役һબ೚಺ن
ఔن౤৴૭ൢؔ࿈・࠴ࠃ・
ᶋ಺෦౷੍جຊํ਑の運༻ঢ়ٴگび
　ྩ࿨̔ ೥౓ํ਑について
ᶌྩ࿨̔ ೥౓ίンϓϥΠΞンス・ϓϩ
　グϥϜについて
ᶍय़قཁٻのऔりѻいについて
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事
຿
һ
　
ýù
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）य़
の
ஆ
か
さ
で
、଍
取
り
も
ܰ
や
か
に

進
め
そ
う
で
す
Ͷ
。水
෼
補
給
を
๨
れ
ͣ
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
Ͷ
。

　
　
৽
し
͍
事
に
ν
Ỿ
Ϩ
ϯ
δ
し
よ
͏
ͱ
、

ମ
ૢ
ͱ
ϓ
ồ
ϧ
Ͱ
の
΢
Ỽ
ồ
Ω
ϯ
ά
Λ
࢝
Ί

·
し
た
Ố৺
΋
਎
ମ
΋
ε
ỽ
Ω
Ϧ
し
ͯ
շ
ద

Ͱ
す
Ố

ớ
,・4
　
ओ
්
　
ýù
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）運
動
を
࢝
め
ら
れ
る
方
、多
い
で
す
Ͷ
。

新
し
い
ࢼ
み
で
気
持
ͪ
も
新
た
に
ա
͝
せ
そ

う
で
す
。

　
　
य़
ٳ
み
に
ೖ
ỳ
ͯ
͔
Β
、༦
൧
Λ
作
る

よ
͏
に
し
ͯ
͍
·
す
ỐՈ
଒
͕
ت
Μ
Ͱ
͘
Ε

る
の
͕
ͱ
ͯ
΋
͏
Ε
し
͍
Ͱ
す
ʂ

ớ
:・)
　
ֶ
生
　
øþ
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）ૉ
ఢ
な
チ
ャ
Ϩ
ン
ジ
で
す
Ͷ
。͝
家
଒
だ

け
で
な
く
͝
ࣗ
਎
に
も
、よ
り
い
っ
そ
う
お
い

し
い
༦
食
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
̟
̖
の
৽
஡
͸
、Ͳ
͜
の
お
஡
よ
Γ
Ұ

൪
お
͍
し
͍
Ͱ
す
Ốָ

し
み
に
し
ͯ
͍
·

す
Ố

ớ
・̢̠
　
þý
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）い
つ
も
あ
り
が
と
う
͝
͟
い
ま
す
。新

঎
品
の
ઝ
茶
テ
ỹ
ー
ό
ッ
グ
は
お
得
な
̐
ശ

セ
ッ
ト
で
す
！
ͥ
ひ
お
ࢼ
し
く
だ
さ
い
。

　
　
ઌ
೔
、໔
ڐ
ߋ
৽
Λ
し
·
し
た
Ố͜
Ε

͔
Β
΋
҆
全
ӡ
స
Ͱ
ա
͝
し
た
͍
ͱ
ؾ
࣋

ͪ
Λ
৽
た
に
し
·
し
た
Ố

ớ
・̢̪
　
ÿù
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）安
全
運
స
、大
切
な
心
ֻ
け
で
す
Ͷ
。運

స
す
る
み
ん
な
で
、あ
ら
た
め
て
気
持
ͪ
を

Ҿ
き
క
め
た
い
で
す
Ͷ
。

　
　
Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
͞
Ε
た
̖
・
ί
ồ
ϓ
ϑ

Ỹ
ồ
Ϛ
ồ
ζ
͏
͑
ͩ
ళ
に
ߦ
ỳ
ͯ
͖
·
し

た
Ố大
ܕ
ళ
ฒ
の
඼
ଗ
͑
Ͱ
ങ
͍
物
͕
ָ
し

み
Ͱ
す
Ͷ
Ố

ớ
・̠̣
　
þû
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）地
ݩ
農
家
さ
ん
が
育
て
た
新
઱
な
農
産

物
が
た
く
さ
ん
ฒ
び
ま
す
。०
を
さ
ら
に
ָ

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
̇

　
　
̟
̖
̣
ʂ
̟
̖
̣
ʂ
͸
਎
ۙ
ͳ
ଘ
ࡏ
Ͱ

有
೉
͘
ࢥ
ỳ
ͯ
͍
·
す
Ố́
͏
͞
͘
̘
̻
̈́

̱
͸
͍
ͭ
΋
ָ
し
み
に
し
ͯ
͍
·
す
Ố

ớ
・̢̩
　
þý
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）û
月
߸
は
ϐ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
で
し
た

Ͷ
。Կ
か
お
ࠔ
り
の
ࡍ
は
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

ళ
へ
相
ஊ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
　
ఉ
ઌ
の
畑
に
δ
Ỿ
Ψ
Π
Ϟ
Λ
২
͑
る
༧

ఆ
Ͱ
す
Ố作
Γ
ํ
͕
ܝ
ࡌ
͞
Ε
ͯ
͍
·
し
た

の
Ͱ
ࢀ、
ߟ
に
͞
ͤ
ͯ
͍
た
ͩ
͖
·
す
Ố

ớ
4・5
　
ýø
ࡀ
Ờ

（
ฤ
）๛
作
目
指
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。良
い
出
来
に
な
る
よ
う
応

ԉ
し
て
い
ま
す
！

　
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
を

募
集
し
て
い
ま
す
。ハ
ガ
キ
に
か
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。（
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
）。

ͷϓϨθンτ঎඼݄ࠓͷϓϨθンτ঎඼݄ࠓͷϓϨθンτ঎඼݄ࠓ

݄̏のఆྫ理ࣄձ（ྩ࿨̔೥݄̏̎̓ 日）に
͓いて、࣍ のٞҊが৹ ・ٞՄܾされましͨ。

੨໦஍۠ɹɹɹɹ

੨໦ଜの஥ྑ࢞͠ຓͰすʂ
͓෕さんͱαッΧーΛするのが大޷ ʂ͖

お
便
り
、イ
ラ
ス
ト

待
っ
て
ま
ー
す
！

Ԡืのకめ੾りは5݄̏̌ 日。ਖ਼ղऀのதから
நબで໊༷̑にʮΤーίーϓ　せん΂いଠޑʯ
をϓϨθンτʂʂ

小
ഴ
ค
と
ཛ
で
ম
き
上
͛
た

ク
ッ
キ
ー
෩
ຯ
の
ް
ম
き
せ
ん
べ
い

小
ഴ
ค
と
ཛ
で
ম
き
上
͛
た

ク
ッ
キ
ー
෩
ຯ
の
ް
ম
き
せ
ん
べ
い

ϐ
ー
φ
ッ
π
の
߳
ば
し
さ
が

ޱ
の
中
に
޿
が
り
ま
す
！

ϐ
ー
φ
ッ
π
の
߳
ば
し
さ
が

ޱ
の
中
に
޿
が
り
ま
す
！


